
陶
淵
明

「
擬
古
」

九
首
其

寓
意
に
つ
い
て

陶
淵
明
(
一
二
六
五
i

四
二
七
)
の
「
擬
古
」
九
首
は
、
晦
渋
な
作

品
と
し
て
古
来
定
評
が
あ
る
。
従
来
の
諸
家
の
解
釈
に
加
え
、
近
年

の
研
究
の
進
捗
に
よ
り
、
こ
の
連
作
の
寓
意
の
一
角
が
、
漸
く
そ
の

輪
廓
を
現
し
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
九
首
中
に
は
、
そ
の
寓
意
の
解
明
に
お
い
て
、
依
然
と

し
て
暖
昧
模
糊
た
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
作
品
が
あ
る
。
そ
の

最
も
は
な
は
だ
し
い
例
が
、
「
楽
祭
た
り
窟
下
の
蘭
」
の
匂
で
一
詠
い

お
こ
す
其
一
の
詩
で
あ
る
。

わ
た
く
し
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
表
現
上
き
わ
め
て
巧
綾

な
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
で
あ
る
。
擬
装
の
た
め
に
仕
組
ま
れ
た
言

葉
の
迷
路
が
、
解
釈
の
行
く
手
を
遮
る
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
ら
し
く

見
え
る
う
そ
と
う
そ
ら
し
く
見
え
る
ま
こ
と
と
、
そ
れ
を
見
分
け
な

の
表
現
手
法
と

沼

思3

口

け
れ
ば
、
作
者
の
寓
意
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
に
晦

渋
な
詩
で
あ
る
。

小
論
に
お
い
て
、
わ
た
く
し
は
ま
ず
、
「
擬
古
」
其
一
と
「
古
詩

十
九
首
」
中
の
三
首
の
作
と
の
関
連
性
と
、
そ
の
表
現
手
法
上
の
意

味
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
次
い
で
、
こ
の
詩
の
解
釈
上
の
キ

1
・

ワ

i
ド
(
隠
語
)
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
・
用
法
を
考
察
し
、
そ
れ

を
手
懸
り
と
し
て
作
者
の
寓
意
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
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陶
淵
明
の
「
擬
古
」
九
首
に
先
行
す
る
同
類
の
作
品
の
一
つ
と
し

て
、
『
文
選
』
(
巻
二
十
九
「
雑
擬
一
)
に
採
録
さ
れ
て
い
る
晋
の
陸

機
(
二
六
一
!
三

O
三
)
の
「
擬
古
ー
一
(
『
文
選
』
は
「
擬
古
詩
」
と

す
る
)
十
二
首
が
あ
る
。
控
機
の
「
擬
古
」
は
、
例
え
ば
「
擬
行
行

重
行
行
」
「
擬
今
日
良
宴
曾
」
な
ど
と
題
す
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ



い
ず
れ
も
み
な
「
古
詩
十
九
首
」
を
中
心
と
す
る
、
古
詩
の

特
定
の
一
首
を
対
象
と
す
る
擬
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
陶
淵
拐

の
「
擬
古
」
の
場
合
、
い
か
な
る
作
品
を
摸
擬
し
た
の
か
、
そ
の
対

象
を
措
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

作
者
の
模
擬
し
た
古
詩
の
作
品
が
、
あ
る
い
は
す
で
に
失
わ
れ
て
不

明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
に
も

理
由
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
九
首

中
の
幾
首
か
は
、
複
数
首
の
古
詩
の
主
題
・
内
容
・
表
現
な
ど
を
モ

ザ
イ
ク
様
に
組
み
合
わ
せ
た
詩
の
よ
う
で
あ
る
。
次
に
取
り
あ
げ
る

よ
う
に
、
「
擬
古
」
其
一
一
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
中
の
三
首
の
詩
を
摸

擬
対
象
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
摸
擬
の
し
か
た
は
、
か
な
り

緩
や
か
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
以
下
、
ま
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
い
。

う
に
、

「
擬
古
」
九
首
其
一
の
詩

柴
楽
街
下
蘭
柴
柴
た
り
笛
下
の
溺

密
密
堂
前
柳
密
密
た
り
堂
前
の
柳

初
興
君
別
時
初
め
君
と
別
れ
し
時

お

も

た

び

ま

さ

不
調
行
世
間
久
謂
は
ざ
り
き
行
蛍
に
久
し
か
る
べ
し
と
は

出
門
高
虫
客
門
を
出
で
て
高
里
の
客
た
り

ょ

中
道
逢
嘉
友
中
道
に
し
て
嘉
き
友
に
逢
ふ

未
言
心
先
辞

不
在
接
杯
酒

議
枯
椀
亦
一
蓑

遂
令
此
言
負

多
謝
誇
少
年

相
知
不
忠
淳

一
意
気
傾
人
命

離
隔
復
何
有

未
だ
一
一
一
一
口
は
ざ
る
に
心
先
ヴ
辞
ふ

杯
酒
を
接
す
る
に
は
在
ら
ず

欝
は
枯
れ
椀
も
亦
た
衰
ふ

遂
に
此
の
一
一
一
口
を
し
て
負
か
し
む

多
謝
す
諾
少
年

相
知
忠
厚
な
ら
ざ
っ
き

一
意
気
人
命
を
傾
く
と
も

離
隔
せ
ば
復
た
何
か
有
ら
ん

右
の
詩
の
大
意
を
述
べ
る
と
、
冒
頭
か
ら
第
十
句
ま
で
は
、
春
、

夫
を
旅
に
送
り
出
し
た
婦
が
そ
の
帰
り
を
待
つ
、
し
か
し
、
夫
は
途

中
で
「
嘉
友
」
と
逢
い
、
そ
の
人
に
心
酔
し
て
付
従
っ
て
行
き
、
秋

が
来
て
も
婦
の
も
と
に
帰
ら
な
い
、
と
い
う
話
、
そ
し
て
、
第
十
一

句
以
後
末
尾
間
勾
は
、
語
り
手
が
「
諸
少
年
」
に
対
し
、
い
か
に
親

愛
な
仲
で
あ
ろ
う
と
も
、
誠
実
で
な
け
れ
ば
、
命
を
傾
け
る
か
の
よ

う
な
意
気
込
み
の
交
際
も
、
い
っ
た
ん
隔
た
る
と
、
友
情
の
か
け
ら

も
残
ら
な
い
こ
と
を
戒
め
る
こ
と
ば
、
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
婦
と

語
り
手
(
1
作
者
)
と
、
ま
た
夫
と
「
諾
少
年
」
と
は
向
一
の
人

物
、
い
わ
ば
一
人
二
役
を
演
じ
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
る
。

し
か
し
、
以
上
の
解
釈
は
一
私
見
に
す
ぎ
ず
、
右
の
詩
が
さ
ま
ざ

ま
に
異
な
る
解
釈
を
生
む
余
地
を
も
つ
こ
と
は
、
す
で
に
諸
家
の
注
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解
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
語
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
鈴
木
虎

〈

l
〉

雄
『
陶
淵
明
詩
解
』
は
、
旅
に
出
た
者
が
家
に
と
ど
ま
る
者
へ
語
り

か
け
る
一
一
一
一
口
葉
と
し
て
解
し
、
ま
た
、
松
枝
茂
夫
・
和
田
武
司
『
陶
淵

(
2
)
 

明
全
集
』
肘
は
、
家
に
と
ど
ま
る
者
か
ら
旅
に
出
た
者
へ
の
言
葉
と

し
て
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
互
い
に
対
立
す
る
解
釈
を
許
容
す

る
と
い
う
現
象
こ
そ
、
ま
さ
に
古
詩
的
で
あ
り
、
古
詩
を
模
擬
す
る

こ
と
か
ら
賦
与
さ
れ
た
性
質
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、

「
擬
古
」
其
一
と
古
詩
と
の
具
体
的
関
連
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
以
下
に
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
古
詩
十
九
首
」
其
二
「
青
青
河
昨
草
」
の
詩
は
、
淘
淵
明
が
摸

擬
し
よ
う
と
し
た
古
詩
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

車
内
青
河
昨
草

欝
欝
圏
中
柳

盈
忍
楼
上
女

絞
絞
蛍
隠
腕

蛾
蛾
紅
粉
粧

織
織
出
素
手

昔
潟
侶
家
女

今
信
用
蕩
子
嬬

蕩
子
行
不
蹄

空
林
難
猫
守

青
青
た
り
河
昨
の

欝
欝
た
り
圏
中
の
榔

盈
盈
た
る
桜
上
の
女

絞
絞
と
し
て
隠
腐
に
嘗
た
る

奴
蛾
た
る
紅
粉
の
粧

織
織
と
し
て
素
手
を
出
す

昔
は
侶
家
の
女
箆
り

今
は
蕩
子
の
婦
篤
り

蕩
子
行
き
て
蹄
ら
ず

空
林
濁
り
守
る
は
難
し

旅
に
出
て
帰
ら
ぬ
夫
を
待
つ
婦
の
嘆
き
を
詠
う
詩
の
例
は
、
古
詩

中
に
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
擬
古
」
其
一
と
同

じ
く
、
冒
頭
に
「
青
青
」
「
穆
欝
」
と
い
う
畳
語
を
用
い
た
、
草
木

の
茂
る
さ
ま
を
い
う
こ
句
を
据
え
て
詠
い
お
こ
す
詩
は
、
「
車
内
記
問
、
河

昨
革
」
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
、
河
畔
の
草
・
圏
中
の
柳

と
い
う
景
は
、
春
、
総
婦
に
当
た
る
楼
上
の
女
の
遺
り
難
い
孤
独
の

情
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
詩
の
「
築
柴
笛
下
爾
・
密
密
堂

前
椀
」
と
い
う
こ
句
も
、
春
、
夫
を
旅
に
送
り
出
し
た
婦
の
孤
独
の

情
を
暗
示
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

模
擬
対
象
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
第
二
は
、
「
古
詩

十
九
首
」
其
一
「
行
行
重
行
行
」
の
詩
で
あ
る
。
冒
頭
四
句
と
後
半

八
句
を
示
す
。
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行
行
霊
行
行
行
き
行
き
重
ね
て
行
き
行
く

輿
君
生
別
離
君
と
生
き
な
が
ら
別
離
す

相
去
古
門
絵
里
栢
去
る
こ
と
寓
絵
里

各
在
天
一
涯
各
天
の
一
涯
に
在
り

(
略
)

相
去
日
己
遠

衣
帯
自
己
緩

浮
雲
薮
白
日

遊
子
不
一
顧
反

相
去
る
こ
と
尽
に
己
に
遠
く

衣
帯
日
に
己
に
緩
し

浮
雲
白
日
を
蔽
ひ

遊
子
一
顧
反
せ
ず



忠
君
令
人
老
君
を
思
へ
ば
人
を
し
て
老
い
し
む

歳
月
忽
己
娩
歳
月
忽
ち
己
に
晩
、
れ
ぬ

棄
指
勿
復
道
棄
損
し
て
復
た
道
ふ
こ
と
勿
け
ん

努
力
加
餐
飯
努
力
し
て
餐
飯
を
加
へ
よ

右
の
詩
と
「
擬
十
日
」
其
一
と
を
比
較
し
て
、
三
点
に
お
い
て
似
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
第
一
は
、
「
生
別
離
ー
一
「
高
絵
里
」
と
い
う
言

葉
が
、
「
輿
君
別
」
「
寓
里
客
」
の
語
に
近
似
す
る
こ
と
。
第
二
は
、

「
浮
雲
白
日
を
蔽
ふ
」
と
い
う
徳
鳴
に
よ
り
暗
示
さ
れ
た
、
旅
の
途

し
ゆ
っ
た
い

中
で
の
事
故
の
出
来
と
、
陶
淵
拐
の
詩
に
お
け
る
「
中
道
に
し
て
嘉

き
友
に
逢
ふ
」
と
詠
う
事
件
の
発
生
と
の
関
の
近
似
性
、
さ
ら
に
第

三
は
、
両
詩
と
も
に
「
君
」
と
呼
ぶ
対
象
が
、
と
ど
ま
る
側
の
婦
を

指
す
の
か
、
ま
た
旅
に
出
る
側
の
夫
を
指
す
の
か
に
わ
か
に
は
定
め

難
い
と
い
う
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
設
定
の
緩
味
性
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
点
の
近
似
性
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
行
行
重
行
行
」
の
詩
は
、

陶
淵
明
の
「
擬
十
日
」
其
一
の
摸
擬
対
象
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
擬
古
」
英
一
の
末
尾
西
匂
は
、
誠
実
さ
に
欠
け
る

交
友
に
は
、
裏
切
り
が
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
た
。

古
詩
の
中
で
こ
う
し
た
こ
と
を
述
べ
る
作
品
と
し
て
、
「
古
詩
十
九

首
」
の
其
七
「
明
問
問
絞
夜
光
」
の
詩
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
全

十
六
勾
の
詩
の
後
半
部
を
掲
げ
よ
う
。

昔
我
向
門
友

高
拳
振
六
時
間

不
念
檎
手
好

棄
我
如
遺
跡

南
箕
北
有
斗

牽
牛
不
負
鞍

良
無
盤
石
窃

虚
名
復
何
盆

右
の
詩
の
末
尾
二
句
は
、
盤
石
の
ご
と
き
国
い
不
変
の
誠
実
さ
が

な
け
れ
ば
、
旧
友
と
は
名
ば
か
り
で
何
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
、
と

い
う
嘆
き
の
一
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
擬
古
」
其
一
に
言
う
意
に

ひ
と
し
い
。

以
上
、
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
其
一
が
摸
擬
対
象
と
し
た
の
で
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
、
そ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
「
古
詩
十
九
首
」
中
の
作
三
首
を
あ
げ
た
。
作
者
は
、
こ
れ

ら
の
詩
の
主
題
・
内
容
・
表
現
な
ど
を
か
な
り
自
由
に
用
い
な
が

ら
、
「
擬
古
」
其
一
と
い
う
擬
作
を
作
り
あ
げ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
作
者
の
擬
作
の
関
心
は
、

古
詩
を
撲
擬
す
る
こ
と
自
体
に
あ
る
と
言
う
よ
り
は
、
他
の
狙
い
、

す
な
わ
ち
自
身
の
寓
意
を
そ
れ
に
託
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
誌
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
古
詩
は
古
楽
府
か
ら
誕
生
し
た
と
さ

昔
我
が
同
門
の
友

高
く
髪
一
v

が
り
て
六
翻
を
振
る
ふ

た

づ

さ

よ

し

み

手
を
橋
へ
し
好
を
念
は
ず

我
を
棄
つ
る
こ
と
遺
跡
の
如
し

南
に
箕
あ
り
北
に
斗
有
り

牽
牛
も
較
を
負
は
ず

良
に
盤
石
の
固
さ
無
く
ん
ば

虚
名
復
た
何
の
金
か
あ
ら
ん
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れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
楽
府
的
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
包
含
す
る
寛
容
さ
を
そ
の
特
質
と
し
、
寓
意
を
託
す
擬
作
対

象
と
し
て
恰
好
な
詩
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
陶
淵
坊
が
、
三
首
の
古
詩
を
素
材
と
し
て
、
一
種
の

詩
的
デ
フ
ォ
ル
メ
(
門
一
色
2
5
2〉
を
一
宥
恕
し
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
寓
意
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
、
次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
究

明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
擬
古
」
其
一
の
寓
意
を
解
く
キ
1

・
ヮ
i
ド
の
第
一
は
、

句
「
中
道
に
し
て
嘉
き
友
に
逢
ふ
」
と
い
う
、
「
嘉
友
」

7
Q
O
 

で第
あ六

そ
の

「
嘉
友
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
、
清
の
『
傾
文
殻
府
』
に
採
録
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
典
拠
と
さ
れ
る
の
は
陶
淵
明
の
こ
の
匂
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
稀
な
言
葉
を
、
陶
淵
明
は
な

ぜ
用
い
た
の
か
。
例
え
ば
「
良
友
」
「
善
友
一
「
好
友
」
な
ど
と
い
う

言
葉
で
は
、
こ
の
場
合
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
嘉
友
」
と
は
、
淘
淵
明
の
造
語
で
は
な
い
の
か
。
も
し
も
、
造
語

で
あ
る
と
す
る
と
、
何
か
よ
ほ
ど
重
要
な
意
味
が
託
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
疑
念
が
生
じ

て
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
従
来
そ
の
疑
念

を
解
こ
う
と
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

わ
た
く
し
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
嘉
友
」
は
陶
淵
坊
の
造
語
で
は

な
く
、
典
拠
が
存
し
た
。
漢
の
昭
帝
・
宣
帝
の
時
の
人
焦
延
寿
、
字

は
教
の
箸
『
焦
氏
易
林
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

2
m氏
易
林
』
十
六
巻
は
、
四
千
九
十
六
蓄
の

怒
辞
を
撰
集
し
た
警
で
あ
る
。
そ
の
鉱
辞
中
に
は
前
後
重
複
す
る
も

の
が
は
な
は
だ
多
く
、
あ
る
到
に
お
け
る
鯨
辞
が
そ
の
ま
ま
他
の
卦

に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
、
一
蘇
辞
中
の
一
匂
な
い
し
二
三

匂
が
他
の
卦
に
重
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
重
出
の
頻
度
は
、
再

出
、
一
二
出
、
回
出
、
五
出
、
六
出
、
七
出
、
八
出
、
多
き
は
九
出
に

達
す
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

「
嘉
友
」
の
語
は
、
次
の
二
種
五
首
の
怒
辞
を
典
拠
と
す
る
。

九
一
初
憂
後
喜
、
興
一
脳
潟
市
、
八
伶
八
列
、
飲
御
嘉
友
。
(
巻
一
、

坤
之
小
過
)

A
h
-
-
初
菱
後
喜
、
興
一
絹
魚
市
、
八
倍
列
陳
、
欽
御
嘉
友
。
(
巻
二
、

訟
之
故
。
巻
五
、
暴
之
小
畜
)

五
南
圏
盛
茂
、
黍
稜
護
活
、
可
以
享
老
、
楽
以
嘉
一
友
。
(
巻
呂
、

大
有
之
同
人
)

nq

南
盟
盛
茂
、
黍
稜
謹
酒
、
可
以
饗
養
、
楽
以
嘉
友
。
(
巻
十
一
、

夫
之
寓
)

怒
辞

B
が
い
か
な
る
典
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
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詳
で
あ



「
1
1
J

・

る
。
し
か
し
、
綴
辞
は
の
血
ハ
拠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
飲
御
嘉
友
」

と
い
う
句
法
か
ら
類
推
し
、
三
村
』
小
雅
「
六
月
」
の
第
六
掌
の
「
歓

御
諸
友
」
の
句
と
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
到
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
務
辞
と
「
六
月
」
と
、
.
相
互
の
比
較
考
察
は
後
に
譲
る
こ

「
l
J

と
と
し
、
結
論
を
先
取
す
る
な
ら
ば
、
鋭
辞
A
は

2
ハ
月
」
を
血
〈
拠

と
し
、
「
一
五
加
友
」
の
語
は
、
「
六
月
」
の
「
諸
友
」
を
言
い
換
え
た
も

の
で
あ
る
。
「
六
月
」
を
血
ハ
拠
と
す
る
鉱
辞
は
、
『
焦
氏
易
林
』
中
に

三
種
五
替
が
存
す
る
。

戸
川
曳
総
江
海
、
釣
控
紡
鰹
、
王
孫
利
徳
、
以
饗
仲
友
。
(
巻
二
、

需
之
損
)

1

J

¥

f

J

、tJ

F
M
M

曳
総
湾
海
、
釣
娃
紡
鰹
、
王
孫
利
得
、
以
饗
仲
友
。
(
巻
十
回
、

f
t
f
L
 

盟
之
坤
)

「

l
J

〉
〉
〉
〉

日
六
月
采
芭
、
征
伐
無
道
、
張
仲
方
叔
、
担
勝
欽
酒
。
(
巻
八
、

高
之
大
過
)

「
|

J

〉
〉
、
〈
ノ

仏
六
月
采
芭
、
征
伐
無
道
、
張
仲
方
叔
、
起
敵
飲
酒
。
(
仰
を
十
六
、

f
i
1」

小
浩
之
未
済
)

E

猿
枕
非
度
、
治
兵
焦
穫
、
伐
鏑
及
方
、
興
局
争
握
、
元
戎
其
駕
、

表
及
夷
王
。
ハ
巻
十
六
、
未
済
之
際
)

『
焦
氏
易
林
』
の
訴
辞
は
、
『
詩
』
『
書
』
『
易
』
『
左
伝
』
『
四
国
語
』

な
ど
を
胤
〈
拠
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
そ
れ
ら
の
匂
を

混
じ
え
た
も
の
、
さ
ら
に
、
典
拠
不
明
の
も
の
な
ど
が
混
在
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
示
す
例
の
ご
と
ぐ
、
小
雅
「
小
宛
」
を
典

拠
と
す
る
と
見
ら
れ
る
が
間
辞
に
、
「
飲
御
諸
友
」
と
い
う
「
六
月
」

の
匂
を
混
用
し
て
い
た
り
、
「
飲
調
嘉
客
」
と
い
う
、
怒
辞
叫
に
似

た
文
の
一
句
を
も
つ
も
の
が
あ
る
な
ど
の
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

7
Q

。
F
 

欽
御
諾
友
、

中
原
有
萩
、
以
待
磁
飽
食
、

小
畜
之
大
遁
)

中
原
有
萩
、
以
待
雑
食
、
飲
御
諸
友
、
所
求
大
得
。
(
巻
四
、

議
之
翠
)

江
河
海
淳
、
衆
利
室
宅
、
可
以
富
有
、
飲
御
嘉
客
。
(
巻
一
、

屯
之
、
遜
〉

「
六
月
」
は
、
「
出
車
」
「
采
芭
」
と
と
も
に
、
宣
王
の
征
伐
を
一
詠

う
詩
で
あ
る
。
『
焦
氏
易
林
』
は
三
家
詩
の
斉
詩
説
に
拠
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
斉
詩
説
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
は
、
「
宣
王

し

平

う

け

ん

い

ん

部
を
輿
し
て
将
に
命
じ
、
猿
允
を
征
伐
し
、
詩
人
其
の
功
を
美
と
し

(
4〉

大
と
す
。
」
と
い
う
。
そ
こ
に
い
う
「
将
」
と
は
、
宣
王
の
宰
相
予

士
口
甫
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
序
」
は
、
「
六
月
は
、
宣
王
北
伐

す
る
な
り
ご
と
い
う
。
次
に
、
「
六
月
」
の
第
一
章
と
第
六
章
を
示

す。

所
求
大
得
。
(
巻
三
、

[F2J [GJ 
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四
牡
駿
駁
凶
牡
駁
駁
た
り

載
是
常
服
是
の
常
服
を
載
す

け
ん
い
ん
は
な
は
さ
か

獄
税
孔
煉
獄
税
孔
だ
蛾
ん
な
り

も
つ

我
走
用
急
我
是
を
用
て
念
な
り

王

子

出

征

王

子

く

出

征

し

以
一
足
王
図
以
て
王
簡
を
一
民
せ
と

さ

か

も

り

た

の

吉
甫
燕
喜
士
口
市
燕
し
喜
し
み

さ
い
は
ひ

既
多
受
一
祉
既
に
多
く
一
枇
を
受
く

来
蹄
自
鏑
錦
よ
り
来
蹄
す

我
行
永
久
我
が
行
永
く
久
し

飲
御
諸
友
飲
ま
せ
て
諾
友
に
御
め

に

な

ま

ず

焦
繁
勝
鰹
繁
を
焦
て
鯉
を
般
に
す

侯
誰
在
失
侯
れ
誰
か
在
る

張
仲
孝
友
張
仲
孝
友
な
る
も
あ
り

鄭
袋
に
よ
れ
ば
、
第
六
章
は
、
積
投
を
伐
ち
帰
還
し
た
吉
甫
が
、

天
子
か
ら
燕
礼
を
賜
り
、
多
く
賞
賜
を
受
け
、
ま
た
そ
の
宴
に
諾
友

恩
田
の
者
を
招
き
、
喜
び
を
と
も
に
し
た
こ
と
を
詠
う
も
の
と
い

う
。
さ
ら
に
、
張
仲
に
つ
い
て
、
毛
伝
・
鄭
築
は
、
士
口
九
一
間
の
友
で
あ

り
、
征
伐
の
問
、
留
守
を
つ
と
め
た
緊
庄
で
あ
る
と
す
る
。

右
に
見
た
、
獄
抗
の
侵
入
に
対
す
る
憂
慮
、
士
口
南
の
征
伐
と
凱

旋
、
そ
し
て
天
子
か
ら
燕
礼
と
賞
賜
を
受
け
、
張
仲
ら
の
諾
友
と
の

〔六〕

宴
一
飲
喜
楽
を
一
詠
う
「
六
月
」
の
内
容
と
、
「
一
初
に
へ
て
後
に
喜
ぶ
、

穏
を
輿
ふ
る
を
市
と
潟
せ
、
八
倍
八
列
あ
り
(
八
伶
列
陳
す
)
、
歓

す
す

1
J

ま
せ
て
嘉
友
に
御
め
ん
」
と
い
う
怒
辞
A
の
内
容
と
は
、
ま
さ
に
一

致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
陶
詩
の
「
嘉
友
」
の
諾
は
、
綜
辞
A

「
一
初
菱

後
菩
」
に
拠
っ
て
い
る
が
、
係
辞
そ
の
も
の
が
「
六
月
」
を
典
拠
と

し
て
い
る
か
ら
、
「
嘉
友
」
も
「
諸
友
」
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
向
じ
く
「
嘉
友
」
の
語
を
用
い
る
蘇
辞

B

「
南
関
茂
盛
」
は
、
擬
装
地
ハ
拠
と
し
て
真
の
典
拠
を
人
の
白
か
ら
隠

蔽
す
る
効
用
を
、
作
者
に
よ
り
荷
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

陶
淵
間
切
が
、
「
諾
友
」
の
語
を
用
い
ず
、
「
嘉
友
」
の
語
に
代
え
た
、

理
由
は
、
「
擬
十
日
」
其
一
が
「
六
月
」
の
意
に
擬
し
て
い
る
こ
と
を

隠
蔽
し
、
そ
の
寓
意
の
所
在
を
人
に
覚
ら
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
。

「
嘉
友
」
と
「
諾
友
」
、
「
不
謂
行
嘗
久
」
と
「
我
行
永
久
」
、
そ
し
て

「
和
知
不
忠
厚
い
と
「
張
仲
孝
友
」
と
い
う
用
語
の
接
近
が
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
「
擬
古
」
其
一
の
真
の
摸
擬
対
象
は
、
実
は
「
六
月
」

だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
嘉
友
」
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
擬

古
」
其
一
の
寓
意
の
内
容
は
何
か
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

「
六
月
」
と
似
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
晋
末
に
求
め
る
と
、
劉

裕
の
北
伐
か
ら
の
凱
旋
が
そ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
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史
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
北
伐
に
成
功
し
た
劉
格
は
封
域
(
江
蘇

省
徐
州
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
義
熊
十
四
年
(
四
一
八
)
六
月
、

そ
の
地
で
、
相
国
・
宋
公
・
九
錫
の
授
与
を
受
け
、
宋
思
が
発
足
し

た
。
孔
靖
が
宋
国
の
尚
書
令
に
、
王
弘
が
同
じ
く
尚
書
僕
射
に
、
痔
一

亮
と
茶
廓
が
侍
中
に
、
謝
晦
が
右
衛
将
軍
に
、
鄭
鮮
之
が
奉
常
卿

に
、
段
景
仁
が
秘
書
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
翌
、
一
充
照
一
冗
年
(
四
一
九
)

七
月
、
劉
裕
の
爵
位
は
、
宋
公
か
ら
宋
王
に
進
め
ら
れ
た
c
そ
し
て
、

永
初
元
年
(
回
二

O
)
六
月
、
晋
の
恭
帝
の
禅
り
を
受
け
て
即
位
、

(
5
)
 

宋
朝
が
誕
生
し
た
。

義
照
十
四
年
と
、
氷
初
元
年
と
の
、
こ
の
二
回
の
六
月
は
劉
裕
と
彼

の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
、
ま
た
、
普
朝
側
に
立
つ
人
々
に
と
り
、
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
ぬ
特
別
な
意
味
を
も
っ
時
間
で
あ
っ
た
。
陶
淵
明
が
そ

の
「
擬
古
」
其
一
で
述
べ
よ
う
と
し
た
寓
意
は
、
北
伐
の
成
功
か
ら

即
位
に
至
る
劉
裕
の
築
奪
の
過
程
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
「
嘉
友
」
と
は
、
劉
裕
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
、
こ
と
に
王
弘
、
待

充
、
部
晦
な
ど
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
こ
そ
東
晋
王
朝
を
支

え
た
大
貴
族
の
後
詣
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
嘉
友
j

一
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
存
在
で
あ
る
。

例
え
ば
、
王
弘
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
王
弘
は
、
東
晋

王
初
創
建
の
柱
石
で
あ
っ
た
宰
相
互
導
の
曾
孫
、
劉
裕
が
鎮
寧
で
あ

っ
た
と
き
幕
下
に
参
じ
、
北
征
に
従
い
、
前
鋒
が
す
で
に
洛
践
を
平

げ
る
と
、
劉
裕
の
意
を
受
け
九
錫
授
与
を
要
請
す
る
使
者
と
し
て
封

威
か
ら
一
建
康
に
派
遣
さ
れ
た
。
劉
裕
が
即
位
し
、
宴
集
し
て
群
公
に

「
我
れ
布
衣
の
と
き
、
始
め
の
望
み
は
此
に
至
ら
ず
」
と
い
う
と
、

簿
一
売
ら
の
徒
が
み
な
盛
ん
に
功
徳
を
称
し
た
。
そ
の
と
き
、
率
額
と

し
て
、
「
此
れ
所
誤
天
命
に
し
て
、
之
を
求
む
る
も
得
可
か
ら
ず
、

之
を
推
せ
ど
も
去
る
可
か
ら
ず
」
と
答
え
、
時
人
を
感
嘆
さ
せ
た
と

い
う
。
義
熊
十
四
年
、
江
州
刺
史
と
し
て
溝
援
に
赴
任
、
陶
淵
明
に

酒
を
贈
っ
た
故
事
で
名
高
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
王
弘
を

去
最
友
」
の
一
訟
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
擬
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
牽

強
付
会
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
擬
古
」
其
一
の
寓
意
を
解
く
第
二
の
キ
i
-
ワ

i
ド
は
、
「
中
道

に
し
て
嘉
き
友
に
逢
ふ
」
の
匂
の
「
中
道
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

突
は
こ
の
語
も
ま
た
、
『
焦
氏
易
林
』
に
典
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

次
に
示
そ
う
。

民
間
載
共
輿
、
中
道
分
去
、
喪
我
元
夫
、
溺
信
用
孤
居
。
(
巻
二
、

比
之
革
)

九
同
載
共
興
、
中
道
別
去
、
喪
我
元
夫
、
溺
輿
孤
居
。
(
巻
五
、

鑓
之
比
)

問
問
載
共
率
、
中
道
利
引
刻
、
爵
級
不
…
進
、
君
子
不
興
0

(

巻
七
、

大
藩
之
小
遁
)

右
の
訴
辞
の
中
、
九
・
九
の
こ
首
が
「
擬
古
」
其
一
と
関
わ
る
も

( 72 ) 



'
と
ー
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
向
に
載
せ
て
輿
を
共
に
す
れ
ど
も
、
中
道
に
し
て

た
め

(

7

)

別
れ
去
れ
ば
、
我
が
元
夫
を
喪
ひ
、
濁
り
山
内
に
孤
居
せ
ん
。
」
と
は
、

車
に
同
乗
さ
せ
る
ほ
ど
信
頼
し
て
い
た
臣
下
が
、
途
中
別
れ
去
っ
て

よ

ひ

と

し
ま
い
、
わ
が
元
き
夫
を
失
っ
て
、
孤
独
な
生
活
を
し
て
い
る
、
と

い
う
意
味
か
と
思
う
。
と
す
る
と
、
「
中
道
に
し
て
嘉
き
友
に
逢
ふ
」

と
い
う
句
の
真
意
は
、
右
の
訴
辞
を
踏
ま
え
て
解
し
た
と
き
、
中
道

で
逢
っ
た
嘉
友
が
、
そ
の
見
か
け
上
の
り
っ
ぱ
さ
と
裏
腹
な
、
と
ん

で
も
な
い
食
わ
せ
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
菰
刺
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
次
に
そ
の
夫
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旅
に
出
る
夫
と
は
、
詩
の
後
半
で
い

う
「
諸
少
年
」
で
あ
ろ
う
。
「
諸
少
年
」
の
語
が
、
第
三
の
キ

1
・
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

こ
の

「
諸
少
年
」
と
は
、
多
く
の
少
年
の
背
中
で
あ
る
が
、
そ
の
「
誇
」

と
い
う
語
感
に
、
軽
侮
、
ま
た
軽
侮
か
ら
生
ず
る
親
近
の
意
が
含
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
普
宋
時
代
の
詩
歌
中
の
用
例
を
検
す
る

と
、
み
な
舞
曲
の
歌
辞
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

日
人
言
揚
州
楽
人
は
一
士
一
口
ふ
揚
州
は
楽
し
と

揚
州
信
自
柴
揚
州
は
信
に
自
ら
楽
し

総
角
諸
少
年
総
角
の
諮
少
年

ぉ

歌
舞
自
相
逐
歌
舞
し
て
自
ら
相
逐
ふ

(
途
欽
立
輯
校
吋
先
秦
漢
貌
菅
南
北
朝
詩
』
菅
詩
巻
十
九
、

律
的
一
商
曲
齢
、
「
騒
柴
」
)

生

長

石

城

下

石

坂

の

下

に

生

長

す

関
留
日
以
作
関
城
槙
箆
を
開
け
ば
城
援
に
到
す

J

或
作
美

城
中
諸
少
々
少
年
城
中
の
諸
少
年

出

入

見

依

投

出

入

依

投

せ

ら

る

(
同
右
、
宋
詩
巻
十
一
、
清
一
商
出
館
、
「
石
城
柴
」
)

歌
舞
静
少
わ
ほ
ほ
一
一
作
歌
舞
す
諾
少
年

制
向
山
貯
無
種
迩
鰐
跨
と
し
て
種
迩
無
し

菖

蒲

花

可

憐

菖

浦

花

憐

む

可

し

関
名
不
曾
一
誠
名
を
開
き
し
も
曾
て
識
ら
ざ
り
き

(
向
右
、
宋
詩
巻
十
一
、
清
一
商
曲
欝
、
寸
烏
夜
暗
」
)

右
の
諸
例
の
「
諸
少
年
」
は
、
い
ず
れ
も
遊
び
好
き
の
若
者
た
ち

を
い
い
、
彼
ら
を
迎
え
る
妓
女
た
ち
を
、
「
諾
女
児
」
と
呼
ぶ
の
と

一
対
の
言
葉
で
あ
る
。

日
朝
議
裏
陽
城
郭
に
裏
陽
械
を
設
し

暮
至
大
捷
宿
暮
に
大
提
の
宿
に
至
る

大
捷
諾
女
完
大
問
慌
の
諸
女
児

花
盛
驚
郎
自
花
の
ご
と
く
監
に
し
て
郎
が
自
を
驚
か
さ
ん

(
罰
右
、
宋
詩
巻
十
て
清
一
荷
曲
粒
断
、
「
一
袈
揚
柴
」
)

「
諸
少
年
!
一
の
語
が
、
軽
薄
で
未
熟
な
若
者
た
ち
を
意
味
す
る
と

「
i
l
J

の
'u

v
B
E
A
 

r--¥ 

「
l
l
J。。

Y14 

f
i
i
也、
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す
る
な
ら
ば
、
「
擬
古
」
其
一
に
お
け
る
そ
れ
は
、
誰
を
指
す
も
の

と
考
え
る
べ
き
か
。
わ
た
く
し
は
そ
れ
を
、
普
末
の
二
帝
、
即
ち
安

帝
・
恭
帝
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
、
も
し
く
は
、
こ
れ
に
孝
武
帝

を
加
え
た
三
帝
を
指
す
も
の
と
し
て
も
よ
い
か
と
推
論
す
る
。

孝
武
帝
(
司
馬
躍
、
一
ニ
七
二

i
三
九
六
在
位
)
は
十
歳
で
郎
位
、

三
十
五
歳
で
変
死
、
安
帝
(
徳
宗
、
三
九
六

l
四
一
八
)
は
十
五
歳

で
即
位
、
一
二
十
七
歳
で
犯
殺
、
そ
し
て
恭
帝
(
徳
文
、
四
一
八
i

四

二

O
)
は
三
十
四
歳
で
即
位
、
一
年
六
カ
月
後
、
犯
殺
さ
れ
た
。
孝

武
帝
は
酒
乱
、
安
帝
は
生
来
白
痴
、
そ
し
て
恭
帝
は
劉
裕
の
即
位
の

た
め
に
供
さ
れ
た
犠
牲
で
し
か
な
か
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
嘉
友
」
を
王
弘
以
下
の
劉
裕
の
ブ
レ
ー
ン

た
ち
と
解
す
る
な
ら
ば
、
一
諸
少
年
」
に
安
帝
・
恭
帝
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
嘉
友
」
を
晋
抑
制
を
支
え
て
き
た
貴
族
た

ち
と
広
義
に
解
す
る
な
ら
ば
、
王
室
の
衰
弱
を
招
い
た
孝
武
帝
を
加

え
る
べ
き
か
と
考
え
る
。

「
擬
古
」
其
一
は
、
暗
愚
未
熟
な
晋
末
の
天
子
た
ち
が
、
王
弘
・

侍
亮
ら
に
代
表
さ
れ
る
、
晋
室
を
支
え
て
き
た
安
族
ら
の
一
党
に
歎

か
れ
、
つ
い
に
禅
代
に
追
い
こ
ま
れ
る
運
命
に
な
っ
た
こ
と
を
悼
ん

だ
詩
で
あ
る
と
論
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
従
来
の
諸
説
に
つ
、
き
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
一
克
の
劉
「
肢
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
、

[K] 

'CL品
宮

、

‘

円

、

比
な
り
。
君
は
菅
の
君
を
謂
ふ
。
(
略
)
靖
節
幾
を
見
て
作
ち
、

建
威
参
軍
よ
り
、
部
ち
求
め
て
彰
津
の
令
と
伊
る
も
、
ギ
小
山
肱
も

な
く
し
て
掃
を
賦
す
。
菅
宋
易
代
の
後
に
及
ぶ
や
、
終
身
仕
へ

ず
。
宣
に
在
朝
の
誇
穀
警
の
或
は
之
に
誤
勧
す
る
者
有
り
、
故

に
此
の
詩
を
作
り
以
て
一
意
を
寄
す
る
か
。
一
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
、
粛

な
ほ
か

と
椀
と
本
と
皆
衰
へ
易
き
の
物
、
猶
且
つ
築
茂
す
る
こ
と
此
く

な
ほ

の
如
し
。
以
て
菅
室
弱
し
と
難
も
、
向
其
の
篤
す
有
ら
ん
こ
と

を
望
一
む
可
し
。
故
に
我
初
め
て
君
と
別
る
る
の
時
、
自
ら
は
久

お

も

ひ

と

し
く
外
に
遺
る
と
謂
は
ず
。
但
だ
一
た
び
門
を
出
で
、
部
ち
遠

客
と
潟
り
、
立
つ
嘉
友
に
逢
ひ
、
同
心
相
親
し
ん
で
、
遂
に
留

る
所
に
迷
ふ
。
況
ん
や
今
璃
は
枯
れ
柳
は
衰
ふ
る
に
至
れ
ば
、

望
む
所
の
者
も
絶
え
、
我
が
一
初
心
を
し
て
践
に
負
か
し
め
て
一
意

向
己
に
決
然
た
り
。
然
し
て
諸
子
に
多
謝
す
、
我
が
離
間
糊
す
る

お
'
L
U

こ
と
既
に
久
し
く
し
て
、
猶
念
ひ
を
動
か
す
所
有
り
と
以
は
ざ

る
は
英
し
、
走
れ
何
ぞ
相
知
る
こ
と
の
忠
一
浮
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

若
し
能
く
意
気
傾
倒
し
、
深
く
吾
が
憂
菌
の
誠
・
出
蕗
の
義
を

鐙
せ
ば
、
例
制
ち
離
阪
の
念
を
知
る
も
、
復
た
何
か
有
ら
ん
や
。

つ
ま
び
ら
か

(
8〉

語
一
一
意
の
含
蓄
、
殻
者
之
を
詳
に
せ
よ
。

劉
援
は
、
薪
王
朝
に
仕
え
た
友
人
た
ち
が
出
仕
を
勧
め
る
の
に
対

し
、
謝
絶
す
る
窓
を
託
し
た
も
の
と
解
す
る
。
君
は
晋
の
天
子
を
謂

う
と
す
る
点
は
、
私
見
に
ひ
と
し
い
。
し
か
し
、
旅
立
つ
者
が
作
者
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で
あ
る
と
し
、
「
諸
少
年
」
を
友
人
た
ち
と
解
し
、
「
諸
子
」
と
言
い

換
え
て
い
る
点
が
、
私
見
と
邸
内
な
る
。
「
擬
古
」
其
一
を
、
晋
宋
易

代
に
際
し
て
の
作
者
の
意
を
寓
す
る
詩
で
あ
る
と
す
る
、
そ
の
解
釈

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
妥
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
解
釈

の
要
所
は
、
や
は
り
「
嘉
友
」
の
認
の
寓
意
は
何
か
と
い
う
こ
と
に

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
嘉
友
」
の
語
の
典
拠
と
し
て

の
『
焦
氏
易
林
』
の
、
こ
の
詩
の
解
釈
上
に
も
つ
意
義
は
大
き
い
。

次
に
、
近
年
発
刊
さ
れ
た
諾
論
中
、
呉
雲
・
唐
満
先
・
貌
正
申
の

諸
氏
の
解
釈
を
列
挙
し
よ
う
。

L

在
《
叔
古
》
涛
中
'
返
歌
唱

X
者
、
述
有
第
一
'
八
丙
首
。
第
一

f
l
l
¥
 

苦
'
作
者
通
辻
出
瀞
魚
釣
'
透
行
不
賠
的
事
迩
'
遺
賢
了
対
人

(
9
)
 

軽
易
妄

A
'
不
守
十
万

X
。
(
英
一
五
「
《
ね
古
》
涛
九
苦
渋
治
ー
一
)

述
一
首
'
写
少
年
前
向
家
吋
'
与
当
ア
柳
相
灼
;
不
会
寓
判
別
筏

久
。
但
少
年
外
出
后
結
交
了
新
朋
友
'
使
留
連
忘
返
'
致
使
竺
一

枯
榔
衰
'
有
負
前
約
。
所
以
竺
'
榔
指
斥
少
年
:
川
相
知
不
忠

厚
μ

。
逮
首
涛
用
以
人
的
手
法
'
写
逮
祥
一
↑
故
事
'
用
意
当

是
奉
効
那
此
一
一
外
出
求
仕
的
少
年
勿
受
外
界
的
誘
惑
'
庄
波
及
早

知
来
隠
居
。
亦
有
人
波
'
本
清
是
演
刺
那
比
一
一
当
初
与
作
者
相
灼

(
叩
〉

臆
居
市
后
改
市
仕
宋
者
。
(
唐
潟
先
『
陶
淵
明
集
浅
注
』
)

与
第
二
首
相
美
的
述
有
第
二
回
'
以
元
君
治
的
思
想
高
度
批
判

封
建
吋
代
交
往
中
背
釣
失
信
'
軽
易
妄
以
的
衰
薄
軽
率
;
・

[M] [N] 

(
口
)

(

貌

正

申

涛

九

苦

探

究

」

)

の
三
氏
の
見
解
も
ま
た
、
「
嘉
友
」
の
語
の
寓
意
に
明
断
な
解

釈
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
詩
の
真
意
を
掬
い
か

ね
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
淘
淵
明
が
「
擬
古
」
其
一
の
詩
で
試
み
た

寓
意
は
、
実
は
円
一
一
対
経
』
小
雅
「
六
月
」
に
一
詠
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
借
り
て
、
晋
宋
易
代
の
際
の
、
晋
室
に
対
す
る
勢
要
の
者
の
一
裏

切
り
を
言
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
、
今
を
も
っ
て
古
に
託
す
と
い
う

手
法
は
、
貌
の
庇
籍
会
二

O
i
二
六
三
)
の
四
言
『
一
詠
懐
詩
』
で

(
犯
)

も
確
認
さ
れ
、
決
し
て
稀
な
例
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
発

想
を
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
径
路
で
学
ん
だ
の
か
、
と
い
う
こ
と
は

問
題
と
す
る
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
と

し
て
、
わ
た
く
し
は
次
の
文
章
を
提
示
し
た
い
。

成
し
て
上
に
比
す
る
と
は
、
古
と
徒
と
為
る
な
り
。
其
の
言
は

教
識
の
実
あ
り
と
援
も
、
古
の
有
な
り
。
吾
、
が
有
に
非
ざ
る
な

り
。
然
る
が
若
き
者
は
、
直
な
り
と
難
も
、
病
と
為
ら
ず
。
是

れ
を
古
と
徒
と
為
る
と
謂
ふ
。
(
『
荘
子
』
人
間
世
篇
)

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
顔
回
が
暴
君
を
説
得
す
る
術
に
つ
い

て
自
ら
考
え
る
と
こ
ろ
を
、
孔
子
に
説
明
す
る
く
だ
り
で
、
衝
の
荘

公
の
暴
政
下
に
坤
吟
す
る
民
を
、
顔
屈
が
教
お
う
と
す
る
寓
話
中
の
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一
節
で
あ
る
。

「
成
し
て
上
に
比
す
る
」
と
は
、
「
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
教
化
の

成
果
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
そ
の
こ
と
ば
だ
け
は
昔
の
人
か
ら
借
り

ハ
日
)

る
」
こ
と
だ
と
い
う
。
即
ち
、
上
古
の
故
事
に
託
し
自
分
の
意
見
を

な
か
ま

言
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
「
古
(
人
)
と
徒
と
な
る
」
と
同
じ
で
あ
る

か
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
率
直
な
意
見
で
あ
っ
て
も
、
相
手
か
ら
と
が

め
ら
れ
る
恐
れ
が
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
「
一
詠
懐
詩
」
や
「
擬

古
」
其
一
が
、
腕
曲
に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
意
を
『
詩
経
』
に
託
す

方
法
と
、
『
荘
子
』
中
の
、
顔
回
の
一
一
一
一
口
葉
を
借
り
て
語
ら
れ
る
説
得

術
と
は
、
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

玩
籍
と
陶
淵
明
と
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
『
荘
子
』
に
通
暁
す
る
人

た
ち
で
あ
る
だ
け
に
、
「
吉
と
徒
と
為
る
」
術
を
熟
知
し
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。
彼
ら
の
共
通
の
方
法
に
、
『
荘
子
』
が
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
い
た
と
推
測
す
る
の
は
、
あ
な
が
ち
に
極
論
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
よ

う
に
思
う
。

四

陶
淵
明
の
「
擬
古
」
九
首
其
一
は
、
晋
宋
易
代
の
際
、
劉
裕
に
加

担
し
、
習
の
天
子
た
ち
を
欺
い
た
、
貴
族
た
ち
の
無
節
操
と
、
欺
か

れ
た
天
子
た
ち
の
軽
似
愚
昧
さ
と
を
議
議
し
、
そ
こ
に
晋
室
滅
亡
に

対
す
る
哀
悼
の
意
を
表
し
た
詩
で
あ
る
。
作
者
は
、
彼
の
限
前
に
お

い
て
演
じ
ら
れ
た
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
築
奪
の
経
過
を
、
『
詩
経
』
の

小
雅
「
六
月
」
に
一
詠
わ
れ
る
、
猿
説
征
伐
か
ら
凱
旋
し
た
弔
ア
士
口
需
が
、

そ
の
諸
友
と
燕
飲
す
る
場
面
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
お
う
と
し
た
。
し
か

し
、
一
致
う
内
容
が
時
事
や
勢
要
の
者
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
六

月
」
を
模
擬
し
た
形
跡
は
、
こ
れ
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
隠

蔽
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
「
六
月
」
の
「
諾
友
」
の
語
を
、
『
焦
氏

易
林
』
中
の
、
「
六
月
」
を
典
拠
と
す
る
蘇
辞
に
用
い
る
「
嘉
友
」

の
語
に
代
え
、
そ
の
う
え
、
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
一
穫
の
「
古
詩
十
九

首
」
の
モ
ザ
イ
ク
風
に
仕
立
て
あ
げ
、
擬
装
し
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
摸
擬
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
真
の
摸
擬
対
象
は
「
六

月
」
で
あ
り
、
「
古
詩
十
九
首
」
は
仮
り
の
、
ま
た
は
、
副
次
的
摸

擬
対
象
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
詩
経
』
の
詩
の
内
容

や
表
現
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
し
か
も
巧
妙
に
擬
装
し
て
時
事
を
議
議

す
る
、
右
の
方
法
は
、
玩
籍
の
四
一
一
一
一
口
「
詠
懐
詩
」
の
そ
れ
を
継
承
す

(
M
H
)
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
掬
溺
明
が
、
そ
の
詩
の
表
現
の
典
拠
と
し
て

2
m氏
易
林
』

を
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
飲

酒
」
と
い
う
詩
題
も
、

24m経
』
小
雅
の
「
六
月
」
「
采
芭
」
を
典
拠

と
す
る
『
焦
氏
易
林
』
の
諒
辞

D
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と

し
た
い
。
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。
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岩
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。
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。
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取
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。
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叛
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司
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叛
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司
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